
 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 



は じ め に 

 

 

 近年、経済・社会のグローバル化・ボーダーレス化の進展を背景として、国際的な

物流や人的交流が拡大する中で、貿易・通関手続きの国際的調和の動きや迅速通関へ

の要請がますます強まっている。その一方で、国内においては、麻薬・覚せい剤等の

不正薬物の青少年層への浸透や、けん銃を使用した凶悪事件の発生が大きな社会問題

となっており、特に、不正薬物については、昭和 20 年代後半、昭和 50 年代後半に続

く第三次覚せい剤乱用期にあると言われているなど極めて憂慮すべき状況にある。 

このような深刻な状況等に鑑み、政府は平成 15 年７月、第三次覚せい剤乱用期の早

期終息を図るため、「薬物乱用防止新五か年戦略」を策定するとともに、薬物の密輸

を水際で食い止める上での海路対策の重要性にかんがみ、関係省庁が一体となって水

際対策を重点的に行うための「薬物密輸入阻止のための緊急水際対策」を策定し、各

種の総合的対策を講じているところである。 

また、少年犯罪や凶悪犯罪などが国民の身近なところで発生している現状を踏まえ、

「世界一安全な国、日本」の復活を目指し、関係推進本部及び関係行政機関の緊密な

連携を確保するとともに、有効適切な対策を総合的かつ積極的に推進することを目的

として、平成 15 年９月に「犯罪対策閣僚会議」を開催し、同年 12 月には、同閣僚会

議において、「犯罪に強い社会の実現のための行動計画」を策定し、現在、関係省庁

が一体となって各種施策を講じているところである。 

 財務省関税局・税関においては、不正薬物・銃砲等のいわゆる社会悪物品の水際取

締りを最重要課題の一つとして位置付け、関係機関との連携強化、情報収集・分析の

強化、取締機器の増強等の種々の施策を積極的に推進し、水際取締りの強化に取組ん

でいるところである。 

 本冊子は、社会悪物品の水際取締りの重要性を念頭に置きつつ、我が国における社

会悪物品の密輸入の動向、税関の密輸対策等について取りまとめたものである。取締

りを担当する方々の執務の参考にしていただくとともに、広く一般の方々に税関が行

う水際取締りに対するご理解を深めていただき、税関に対して一層のご協力をいただ

ければ幸いである。 

 最後に、本冊子の作成にあたってご協力をいただいた関係省庁の方々に対し、心か

ら感謝の意を表する。 

 

平 成 1 8 年 ５ 月 

財務省関税局監視課 
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